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S U P P O R T I N G  C A P A C I T Y  V A L U E S耐荷重　　
テクニカルインフォメーション / TI-M-3.2

この表はビーム中央に荷重がかかる
場合の最大耐荷重、ビームに分割し
て荷重がかかる場合の最大耐荷重、
およびそれぞれのビームの歪みを 
数値化しています。

耐荷重  歪み

ビーム長さ

ビーム長さ

　　最大荷重

ビームサポートを使用すればより安全に使用できます

✖✖✖（下線）=最大許容耐荷重厳守

ビーム中央に荷重がかかる場合 

　　　　　　　　　歪み

両サイドに 
2×テンションロック 
1×ビームサポート

両サイドに 
1×テンションロック 
1×ビームサポート

両サイドに 
2×テンションロック 
1×ビームサポート

両サイドに 
1×テンションロック 
1×ビームサポート

分布して荷重がかかる場合


